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筆者の考えをとらえ，自分の考えを発表しよう 説明のしかたについて考えよう 自分の考えを明確にしながら読もう 文章と対話しながら読み，自分の考えをもとう ものの見方を広げよう 言葉について考えよう

「見立てる/生き物は円柱形」 「天気を予想する」 「ゆるやかにつながるインターネット」 「生き物はつながりの中に」 「鳥獣戯画を読む」 「言葉は動く」

要旨をとらえて自分の考えを明確にしながら読み，
筆者の考えや文章の書き方についての感想を発
表し合って，自分の考えを広げたり深めたりするこ
とができる。

前半部分と後半部分の書かれ方の違いに着目
し，筆者が伝えたいことを考えながら読むことがで
きる。
筆者が伝えたいこと，論の進め方，図表などの活
用について感想を発表し合い，自分の考えを広
げたり深めたりすることができる。

筆者の考えを理解し，それに対する自分の考え
をもち，発表し合って広げたり深めたりすることが
できる。

筆者の意図を考えながら，筆者がこの文章を通し
て読者に考えてもらいたいと思っていることをまと
める。

筆者の表現のしかたに着目したり,図版と文章を対
応させたりしながら読む。

筆者が述べていることについて，自分の体験から
例を補って読む。

筆者の考えをとらえ，自分の考えを発表する 説得力のある説明のしかたのアイテムを増やす
意見を述べた文章を読み，自分の課題解決に生
かす

意見文をかいて，交流会をしよう 表現の特徴が生きる「生き生き音読会」をしよう 言葉研究レポートを書こう

相手 学級のみんなに 自分に 学級のみんなと 学級のみんなに（全校のみんなに） 学級のみんなに（全校のみんなに） 学級のみんなに（全校のみんなに）

目的
筆者の考えについて，感想をもち，自分の考えを
伝えるために

説得力のある説明のしかたができるようにするた
めに

読み取ったことをもとに，インターネットという道具
をどのように使うかという自分の考えを広げるため

要旨をとらえ,自分の意見を話すために 自分の読み取った筆者の意図が伝わるように レポートで伝えるために

場面 話し合いで アイテムシートに 話し合いで 筆者の考えに対して，手引きの観点から 音読発表会で 展示場所で

方法
筆者の考えについて，納得できるか，できないかを
理由と根拠をあげて説明することで

筆者の論の進め方，図表，写真の活用の工夫を
取り出して

自分の例に置きかえて読むことで 自分の考えを300文字程度の用紙にまとめて グループで音読練習してから全体の音読会で
課題に沿って,本や家族，地域の人にインタビュー
して６００字程度の文章にして

評価
納得できる（できない）ことを理由と根拠をあげて説
明しているか

論の進め方，資料の効果をまとめているか
友だちの感じ方，考え方との共通点や相違点を
確認しているか

事実と意見に体験も取り入れて書いているか
新しく知ったこと，見方が広がったと思うことについ
て絵や巻物，筆者の思い，筆者の文章の書き方
から１つを中心に書いているか

事実と自分の感想・意見を区別して調べたことを
文章にまとめているか

見立てる　　　　　　　形式段落６　意味段落３
生き物は円柱形　　形式段落11　意味段落４

形式段落９
意味段落４

形式段落１０
意味段落５

形式段落７　　　全体を３つに分ける
意味段落３

形式段落９　　全体を３つに分ける
意味段落６

形式段落８　　全体を４つに分ける
意味段落４

見立てる

生き物は円柱形

　感情

　生き物はつながりの中に

思
考

○文章構成（始まり・中・終わり）
○要旨をとらえる
○説明の仕方（例の取り上げ方）

○文章構成の工夫
　「問い答え」「新たな問い」の繰り返し
○要旨をとらえる
○資料の効果
○数値の効果

○文章構成（初め・中・終わり）
○身近な例に置きかえながら読む
○説得力を持たせる書き方の工夫
　（対比）

○文章構成（はじめ・中・終わり）
○段落の要点をまとめる
○要旨は,筆者の一番伝えたいこと　で文章全体
の内容の中心である

○文章構成（事実と感想・意見の区別）
○絵と文章を対照しながら筆者の見方をとらえる
○筆者の見方を読者に伝えるための表現や構成
の工夫をとらえる

○文章構成（事例や根拠・判断・主張）
○例を探したり，調べたりしながら読む
○段落の小見出しをつける
○複合語の意味と使い方を調べる
○筆者の立場や思いを推測して書く

表
現
の
仕
方

○共感・納得
　　「そのとおりだ」
　　「そうかもしれない」
○疑問
　　「分かりにくいな」
○要旨（150字以内）

○要旨（３００字以内）
○論の進め方や説明のしかた
○資料を用いた意図

○身近な例に置きかえる
　「自分だったら」「自分の場合は」
○関係性（マップ）

○根拠や理由
　「～のところから，ぼくは，～と考えますそれは，
～だからです」
○自分の体験に引きよせて考える
「わたしなら，～こう考える（～こうする）」

○根拠や理由，自分の考え
「絵や絵巻物の～を見ると～と考えられますそれ
は，□□□だからです」

○あまり時間がかからないように,「課題」「調べたこ
と」「考察」程度の項目からなるレポートを書く

用
語

文章構成・要旨・共感・納得・疑問・例
例外・キーワード（繰り返し）

表現の工夫（構成）・中心文・問いと答え
数値の効果・資料

書き方の工夫・共感・納得・疑問・具体例
要旨・対話・理由や根拠・共感する
キーワード

事実と感想・　説明と解説 要旨・小見出し・複合語・推測・考察

「ウナギのなぞを追って」４下
「天気を予想する」５年

「見立てる/生き物は円柱形」５年
「ゆるやかにつながるインターネット」５年

「天気を予想する」５年
「感情/生き物はつながりの中に」６年

「鳥獣戯画」６年
「この絵，わたしはこう見る」６年
「言葉は動く」６年

「この絵，わたしはこう見る」６年
「言葉は動く」６年

中学校
「文章と図表などとの関連を考えながら，説明や記
録の文章を読む」
「説明や評論などの文章を読み,内容や表現のし
かたについて自分の考えを述べる」

文章構成・説明の方法・例・筆者のものの見方
構成・問いと答え・表現・事実と意見・資料（数字・
文末）・筆者の意図

身近な例に置きかえる・対比 要旨・結論 事実・意見・感想
段落の小見出し・同じ意味でも違う言葉・複合語・
対義語

筆者の考えについて「納得できる（できない）」かど
うかを理由と根拠をはっきりさせて説明する。

文章以外の資料についてどのような効果がある
かを根拠をあげて説明する。

読み取ったことをもとに，インターネットという道具
をどのように使うかという自分の考えを説明する。

筆者の意図を考えながら，筆者がこの文章を通し
て読者に考えてもらいたいことを理由と根拠を明
確にして説明する。

本文以外の資料として，新聞，読書経験，身の回
りの出来事などから，自分にとっての「平和」につ
いて具体例や引用を入れて自分の意見を説明す
る。

筆者が述べていることを自分の体験から例を補っ
て，自分の考えの根拠を明確にして説明する。

参考図書として，「サンゴしょうの海」「絵とき　ゾウの
時間とネズミの時間」を紹介する

資料の効果について読み取るため，資料なしの
教材文を準備する

並行読書として，「さよならトンボ」「地球はえらい」
「ピリカ，おかあさんへの旅」「おじちゃんは水のに
おいがした」など

参考図書として，「かえるのごほうび」「アートジャ
パネスク絵巻と物語　中世のドラマの舞台」等

参考読書として，「言葉の意味（言葉）シリーズ34」
「心に遺したい季節の言葉」「心にしまっておきた
い日本語」等

　読むことの教材研究　ＮＯ６

【　説明文教材の系統表　】高学年

学期

単元

教材名

５　　　年 ６　　　年学年

珠洲市立飯田小学校　　　　　

ねらい

その他

意識させる
キーワード

筋道を立てて
説明する

単元を貫く
言語活動

５
つ
の
言
語
意
識

段落

文章構成

学
ば
せ
た
い
こ
と

関連教材
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